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ア
ー
も
賑
わ
っ
て
い
る
。
秋
の
収
穫
期
に

は
土
・
日
曜
に
な
る
と
、
ブ
ド
ウ
園
の
細

い
道
で
も
観
光
客
が
何
十
人
に
も
な
る
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
は
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
楽

し
む
観
光
客
が
各
社
1
日
２
０
０
人
く
ら

い
訪
れ
る
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
小
規
模
が
多
い
の
は
世

界
共
通
で
あ
る
。
山
梨
県
ワ
イ
ナ
リ
ー
産

業
は
、
大
手
資
本
２
社
、
中
堅
10
社
、
小

規
模
70
社
か
ら
な
る
。
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン

（
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
グ
ル
ー
プ
）、
サ
ン
ト

リ
ー
ワ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
２

大
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
、
主
に
外
国
産
原
料
を

処
理
し
て
き
た
。
中
堅
グ
ル
ー
プ
は
地
元

資
本
が
多
く
、
勝
沼
醸
造
、
中
央
葡
萄
酒
、

丸
藤
葡
萄
酒
、シ
ャ
ト
ー
メ
ル
シ
ャ
ン（
キ

日
照
時
間
が
長
く
（
山
梨
は
全
国
１
位
）、

昼
夜
の
気
温
差
も
大
き
い
た
め
、
ブ
ド
ウ

栽
培
に
適
し
て
い
る
。
実
際
、
山
裾
に
広

が
る
ブ
ド
ウ
畑
と
町
並
み
の
景
観
が
勝
沼

の
風
景
で
あ
る
。「
日
本
一
の
ぶ
ど
う
郷
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ブ
ド
ウ
の
発
祥
の
地
は
、
甲
州

種
の
起
源
が
奈
良
時
代
説
に
せ
よ
１
１
８

６
年
説
に
せ
よ
、
勝
沼
で
あ
る
。
明
治
時

代
、
文
明
開
化
と
と
も
に
ワ
イ
ン
造
り
が

本
格
化
し
た
が
、
そ
の
地
も
勝
沼
で
あ
る

（
注
、
日
本
最
初
の
ワ
イ
ン
醸
造
は
４
０

０
年
前
に
遡
る
。
本
誌
前
号
拙
稿
参
照
）。

こ
う
し
た
歴
史
と
景
観
を
背
景
に
、
勝

沼
は
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
。
観
光
ブ
ド

ウ
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
ツ

ワ
イ
ン
の
メ
ッ
カ
勝
沼

1
日
本
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
約
２
８
０
あ

る
。
そ
の
う
ち
81
は
山
梨
県
に
あ
る
（
国

税
庁
調
査
）。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
32
醸
造

所
が
勝
沼
地
区
（
甲
州
市
旧
勝
沼
町
）
に

立
地
し
て
い
る
。
人
口
８
０
０
０
人
の
町

に
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
32
（
２
０
１
６
年
現

在
）。
こ
の
密
度
の
高
さ
が
、
勝
沼
が
い

か
に
ワ
イ
ン
造
り
に
適
し
た
地
で
あ
る
か

を
物
語
っ
て
い
る
。

勝
沼
は
、
甲
府
盆
地
の
一
角
に
あ
り

（
東
端
）、
扇
状
地
や
川
が
作
っ
た
起
伏
の

あ
る
土
地
で
あ
る
。
地
形
は
山
の
南
面
に

傾
斜
し
て
お
り
、
水
は
け
が
よ
く
、
積
算
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叶 芳和

生
食
用
ブ
ド
ウ
が
「
日
本
ワ
イ
ン
」
の
競
争
相
手
だ
。
こ
の
卓
越
し
た
状
況
分
析
こ
そ
、
有
賀
社
長

の
経
営
論
の
出
発
点
で
あ
る
。
勝
沼
の
ワ
イ
ン
産
地
を
守
る
に
は
、
ワ
イ
ン
価
格
を
高
め
て
原
料
ブ
ド

ウ
の
買
い
付
け
価
格
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
と
、
ワ
イ
ン
の
高
級
・
高
価
格
戦
略
を
実
践
し
て
い
る
。

自
社
畑
も
拡
大
。
日
本
ワ
イ
ン
は
原
料
制
約
か
ら
成
長
で
き
な
い
と
い
う
見
方
は
実
証
で
き
な
い
。

甲
州
ワ
イ
ン
の
価
値
を
高
め

ワ
イ
ン
産
地
勝
沼
を
守
る

勝
沼
醸
造
株
式
会
社（
山
梨
県
甲
州
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論　

現
地
ル
ポ　
第
２
回

農業は

になった！

先進国型産業

22
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く
。
地
力
が
あ
る
と
根
は
横
に

伸
び
る
の
で
、
一
定
の
層
の
養

分
し
か
吸
収
で
き
な
い
。
下
に

伸
び
る
と
、
多
く
の
養
分
が
獲

れ
、
果
実
は
香
り
が
強
く
、
ミ

ネ
ラ
ル
分
が
他
の
ワ
イ
ン
よ
り

高
い
も
の
に
な
る
。「
甲
州
は

香
り
が
な
い
」と
い
わ
れ
る
が
、

こ
れ
に
一
石
投
じ
た
の
が
「
ア

ル
ガ
ブ
ラ
ン
カ
」
で
あ
る
。

勝
沼
醸
造
は
、
こ
の
伊
勢
原

で
ブ
ド
ウ
作
り
の
名
人
と
い
わ

れ
る
Ｋ
氏
と
契
約
栽
培
し
て
い

る
。
Ｋ
氏
は
甲
州
種
ブ
ド
ウ
を

“
棚
仕
立
て
”
で
１
ha
栽
培
し

て
い
る
（
約
15
ｔ
）。
棚
仕
立

て
栽
培
の
甲
州
は
通
常
、
１
ha

当
た
り
１
０
０
～
１
５
０
本
で

あ
る
が
、
イ
セ
ハ
ラ
は
４
０
０

本
植
栽
し
て
い
る
。
密
植
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
伊
勢
原
地
区

で
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
る
の

は
Ｋ
氏
だ
け
で
あ
る
。

「
イ
セ
ハ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
原

料
ブ
ド
ウ
は
５
０
０
円
／
kg
で

あ
る
。
通
常
、
醸
造
用
の
甲
州

種
ブ
ド
ウ
は
２
０
０
～
２
５
０

円
で
あ
る
か
ら
、
２
倍
以
上
の

価
格
で
あ
る
。
製
品
価
格
（
７

５
０
㎖
）
は
５
５
０
０
円
と
高

い
。

「
ア
ル
ガ
ブ
ラ
ン
カ 

イ
セ
ハ

リ
ン
グ
ル
ー
プ
）
な
ど
、
国
産
ブ
ド
ウ
を

使
用
す
る
日
本
ワ
イ
ン
を
主
に
生
産
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
が
勝
沼
に
集
中
立
地
し
て

い
た
。

た
だ
し
、
こ
の
構
造
は
い
ま
急
速
に
変

化
し
始
め
て
い
る
。
大
手
資
本
が
北
杜
市

や
南
ア
ル
プ
ス
市
に
自
社
畑
を
開
設
す
る

動
き
が
多
く
、
メ
ッ
カ
勝
沼
の
シ
ェ
ア
は

低
下
方
向
に
あ
る
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
産
業
組
織
は
、
世
界
の

産
地
を
見
て
も
、
小
規
模
が
多
数
存
在
す

る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
仏
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
の
ド
メ
ー
ヌ
（
ワ
イ
ン
生
産
者
）
の

保
有
農
地
は
平
均
４
ha
程
度
で
あ
る（
注
、

ボ
ル
ド
ー
の
シ
ャ
ト
ー
は
規
模
が
大
き

く
、
ブ
ド
ウ
畑
10 

ha
と
い
え
ば
小
さ
な
畑

に
な
る
）。
勝
沼
の
中
堅
ク
ラ
ス
、
10
万

本
は
ブ
ド
ウ
畑
換
算
で
約
５
ha
で
あ
り

（
自
社
畑
+
契
約
畑
）、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と

比
べ
て
も
遜
色
な
い
。

勝
沼
醸
造
㈱
（
有
賀
雄
二
社
長
）
は
地

元
資
本
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
、
生
産
規
模
45
万

本
（
７
５
０
㎖
）
と
大
き
く
、
勝
沼
地
区

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
（
有
賀
は
長

野
・
山
梨
で
は
ア
ル
ガ
と
読
む
）。
１
９

３
７
（
昭
和
12
）
年
創
業
。
戦
国
武
将
武

田
軍
団
の
末
裔
で
、
有
賀
雄
二
氏
は
ワ
イ

ナ
リ
ー
業
３
代
目
で
あ
る
。
世
界
を
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
日
本
の
風
土
を
活
か
し
た
高
品

質
ワ
イ
ン
造
り
を
目
指
し
て
い
る
。
子
息

３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
醸
造
、
営
業
、
栽
培
を

担
当
し
家
業
に
就
い
て
い
る
。「
３
本
の

矢
」
は
毛
利
元
就
が
残
し
た
教
訓
で
あ
る

が
、「
ア
ル
ガ
３
兄
弟
」
の
結
束
力
が
勝

沼
の
ワ
イ
ン
産
地
の
持
続
的
発
展
を
支
え

て
い
き
そ
う
だ
。

ア
ル
ガ
ブ
ラ
ン
カ
の
凄
さ

2「
ア
ル
ガ
シ
リ
ー
ズ
飲
ん
だ
ら
ぶ
っ
飛

ぶ
」「
こ
れ
甲
州
じ
ゃ
な
い
」
と
驚
嘆
さ

れ
る
ワ
イ
ン
が
あ
る
。
勝
沼
醸
造
の
白

ワ
イ
ン
「
ア
ル
ガ
ブ
ラ
ン
カ 

イ
セ
ハ
ラ
」

を
飲
ん
だ
と
き
の
大
方
の
感
想
で
あ
る
。

伊
勢
原
圃
場
の
甲
州
種
ブ
ド
ウ
で
造
ら
れ

た
ワ
イ
ン
で
あ
る
。

笛
吹
市
御
坂
町
伊
勢
原
（
昔
の
小
字
）

は
笛
吹
川
支
流
の
金
川
の
河
川
敷
に
あ

り
、砂
礫
土
壌
で
あ
る
。
水
は
け
が
よ
く
、

地
力
が
な
い
の
で
、
根
が
下
に
伸
び
て
い

表１　国内のワイナリー数

勝沼醸造ワイナリーアルガブランカ イセハラのラベル

都道府県 2016年 2012年

1位 山　梨 　　81（69） 55

2位 北海道 　　34（32） 7

3位 長　野 　　34（29） 14

4位 山　形 　　14（14） 11

5位 新　潟 　　10（10） 6

全　国 　283（267） 157

（出所）国税庁「国内製造ワインの概況」
（注）�2016年の（　）内は製造免許者数。12年は企業数。
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ラ
」
は
国
際
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々

の
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
て
い
る
。
一
番
歴
史

の
古
い
ヴ
ィ
ー
ノ
リ
ュ
ブ
リ
ア
ー
ナ
を
は

じ
め
、
Ｉ
Ｗ
Ｓ
Ｃ
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
で
連
続
し
て

銀
賞
を
受
賞
し
た
。ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル（
エ

チ
ケ
ッ
ト
）
は
ス
ペ
イ
ン
人
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
よ
る
も
の
で
、
日
本
離
れ
し
て
い
る
。

有
賀
氏
は
勝
沼
の
風
土
に
向
か
い
世
界

に
通
ず
る
高
品
質
な
ワ
イ
ン
造
り
に
挑
戦

し
て
き
た
。世
界
を
舞
台
に
し
た
と
き「
日

本
」
と
い
え
る
も
の
は
何
か
を
考
え
、
取

り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
た
め
、輸
入
原
料
か
ら
脱
す
べ
く
、

90
年
か
ら
自
社
農
園
で
カ
ベ
ル
ネ
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
な
ど
欧
州
系
ワ
イ
ン
専
用
品

種
の
垣
根
栽
培
に
着
手
し
た
。

日
本
固
有
種
「
甲
州
」
に
自
信

一
方
で
、
日
本
固
有
種
「
甲
州
」
を
用

い
た
ワ
イ
ン
造
り
に
も
情
熱
を
傾
け
て
き

た
。
ブ
ド
ウ
の
品
種
は
１
万
種
も
あ
る
。

そ
の
産
地
に
ど
れ
が
適
合
す
る
か
を
考
え

た
と
き
、
世
界
に
通
用
す
る
品
種
は
欧
州

系
で
あ
る
と
は
い
え
、
日
本
の
風
土
に
合

わ
な
い
。「
人
と
自
然
の
関
わ
り
に
よ
る

表
現
が
ワ
イ
ン
で
あ
る
」と
の
考
え
か
ら
、

日
本
古
来
か
ら
の
品
種
で
あ
る
「
甲
州
」

に
た
ど
り
着
く
。
幸
い
に
、
ブ
ド
ウ
発
祥

の
地
は
中
央
ア
ジ
ア
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
で

あ
る
が
（
欧
州
系
品
種
の
元
）、
甲
州
は

そ
の
血
を
引
い
て
い
る
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に

よ
り
判
明
）。

２
０
０
３
年
、
甲
州
種
ワ
イ
ン
は
フ
ラ

ン
ス
醸
造
技
術
者
協
会
主
催
の
ワ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
で
銀
賞
に
輝
い
た
（
２
３
０
０

種
出
品
の
う
ち
）。
翌
年
も
連
続
で
銀
賞

受
賞
。
こ
れ
で
、「
甲
州
」
で
も
、
世
界

の
ワ
イ
ン
と
比
肩
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
自
信
が
つ
い
た
。

甲
州
は
日
本
に
し
か
な
く
、
日
本
の
テ

ロ
ワ
ー
ル
（
土
壌
、
気
候
な
ど
風
土
が
も

た
ら
す
ワ
イ
ン
の
特
徴
）
を
活
か
し
や
す

い
品
種
で
あ
る
。
甲
州
で
世
界
と
勝
負
す

る
こ
と
に
決
め
た
。
カ
ベ
ル
ネ
ソ
ー
ヴ
ィ

テイスティングカウンターには年間10,000人が訪れる。9、
10、11月は月間
2,000人に達する盛況

甲州の棚仕立て栽培（番匠田圃場）

ワイナリーツアーの一コマ　ワインが飲めるテラス（勝沼醸造）

テイスティングカウンターには年間10,000人が訪れる。9、10、11月は月間2,000人に達する盛況
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ニ
ヨ
ン
や
シ
ャ
ル
ド
ネ
な
ど
国
際
品
種
で

の
ワ
イ
ン
造
り
も
方
向
性
の
一
つ
で
あ
る

が
、「
日
本
」
の
個
性
を
出
す
た
め
、
甲

州
を
選
択
し
た
。
甲
州
は
日
本
の
食
文
化

に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
も
要
因
だ
っ
た
。
甲

州
は
酸
味
が
強
い
辛
口
で
あ
り
、
寿
司
や

刺
身
な
ど
和
食
に
合
う
。
こ
う
し
た
こ
と

で
、「
甲
州
」
へ
の
特
化
を
決
め
た
。

君
の
ワ
イ
ン
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は

間
違
っ
て
い
る

04
年
、「
ア
ル
ガ
ブ
ラ
ン
カ
」（「
有
賀

の
白
」
の
意
味
）
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
た
。「
変
な
甲
州
」
に
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

07
年
、
仏
ボ
ル
ド
ー
の
シ
ャ
ト
ー
・
パ

プ
・
ク
レ
マ
ン
社
と
提
携
し
、
日
本
の
ワ

イ
ン
と
し
て
初
め
て
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
輸
出
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ト
ー
が
勝
沼
醸
造

の
ワ
イ
ン
を
売
っ
て
く
れ
て
い
る
。「
驚

き
や
感
動
に
国
境
や
人
種
は
な
い
」
と
い

う
訳
だ
。

有
賀
氏
が
ボ
ル
ド
ー
の
晩
餐
会
に
招
待

さ
れ
た
と
き
、
シ
ャ
ト
ー
・
パ
プ
・
ク
レ

マ
ン
社
の
マ
グ
レ
社
長
は
「
君
の
ワ
イ
ン

の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
価
格
付
け
）は
間
違
っ

て
い
る
。
僕
な
ら
君
の
３
倍
の
価
格
で

売
っ
て
み
せ
る
」
と
い
っ
た
そ
う
だ
。
当

時
、「
イ
セ
ハ
ラ
」
の
価
格
は
２
６
０
０

円
（
７
５
０
㎖
）
で
あ
っ
た
。
マ
グ
レ
社

長
に
示
唆
を
受
け
、
価
格
は
コ
ス
ト
の
積

み
上
げ
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
の
後
、「
イ

セ
ハ
ラ
」
は
５
５
０
０
円
に
改
定
し
た

（
14
年
）。
マ
グ
レ
社
長
の
言
う
通
り
に
従

う
な
ら
１
万
円
で
あ
る
が
、
結
局
、
そ
こ

ま
で
上
げ
る
勇
気
は
な
か
っ
た
。

甲
州
ワ
イ
ン
の
価
格
を
５
５
０
０
円
に

引
き
上
げ
た
こ
と
は
、
他
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

に
と
っ
て
も
値
上
げ
が
容
認
さ
れ
た
に
等

し
く
、
産
地
に
貢
献
し
た
と
見
ら
れ
て
い

る
。
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
貢
献
と
い
え
よ

う
。

甲
州
に
賭
け
た
異
端
児　
　

日
本
の
風
土
は
棚
式

3
勝
沼
醸
造
は
甲
州
30
万
本
（
７
５
０

㎖
）、
総
計
45
万
本
の
生
産
規
模
で
あ
る
。

甲
州
種
ブ
ド
ウ
３
０
０
ｔ
、
そ
の
他
は
マ

ス
カ
ッ
ト
ベ
ー
リ
ー
Ａ
、
メ
ル
ロ
ー
な
ど

１
５
０
ｔ
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
業
界
で
は
02

年
、
純
日
本
産
で
行
く
か
、
外
国
原
料
依

存
か
、
大
論
争
が
あ
っ
た
が
、
勝
沼
醸
造

は
04
年
か
ら
、
全
量
、
国
産
ブ
ド
ウ
使
用

に
切
り
替
え
た
と
い
う
。
山
梨
県
産
ブ
ド

ウ
の
使
用
量
は
県
内
１
位
で
あ
る
。

自
社
農
園
（
１
３
０
ａ
）
の
栽
培
品
種

は
、
８
割
は
甲
州
種
で
あ
る
。
甲
州
種
ブ

ド
ウ
３
０
０
ｔ
の
調
達
先
は
自
社
農
園
か

ら
20
ｔ
程
度
、
残
り
９
割
は
購
入
で
、
農

家
と
の
契
約
栽
培
２
０
０
ｔ
（
１
０
０

人
）、
Ｊ
Ａ
１
０
０
ｔ
で
あ
る
。

有
賀
社
長
は
、
ブ
ド
ウ
栽
培
に
関
し
て

独
特
の
理
論
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
固
有

種
の
甲
州
は
垣
根
栽
培
に
合
わ
な
い
と
い

う
。世

界
の
ワ
イ
ン
産
地
は
乾
燥
地
帯
で
あ

り
、
垣
根
栽
培
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

は
乾
燥
地
帯
で
は
な
い
か
ら
、
垣
根
栽
培

に
合
わ
な
い
。
勝
沼
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
先
人
の
工
夫
が
棚
式
栽
培
を
採
用

し
て
き
た
。
実
際
、
欧
州
系
ブ
ド
ウ
を
棚

式
と
垣
根
式
の
両
方
で
作
っ
て
み
る
と
、

棚
式
の
ほ
う
が
ベ
タ
ー
だ
っ
た
。
日
本
は

湿
潤
な
の
で
、
地
面
に
近
い
と
、
病
気
に

か
か
り
や
す
い
。
棚
式
の
場
合
、
地
面
か

ら
離
れ
て
い
る
か
ら
よ
い
。
イ
セ
ハ
ラ
も

棚
仕
立
て
栽
培
で
あ
る
。

自
社
畑
を
７
圃
場
、
計
１
３
０
ａ
所
有

し
て
い
る
が
、
主
な
圃
場
は
番
匠
田
（
30

ａ
）、
水
分
（
70
ａ
）
で
あ
る
。
そ
の
８

割
は
甲
州
種
ブ
ド
ウ
で
あ
る
。12
年
に
は
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
裏
手
に
広
が
る
畑
、
番
匠

田
圃
場
に
植
え
て
い
た
樹
齢
22
年
の
カ
ベ

ル
ネ
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
を
す
べ
て
甲
州
に

植
え
替
え
た
。い
ま
や「
甲
州
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
会
社
」
で
あ
る
。

甲
州
に
特
化
、そ
の
甲
州
は
棚
式
栽
培
。

垣
根
が
合
う
欧
州
系
も
甲
州
に
転
換
。
勝

沼
醸
造
の
自
社
畑
か
ら
は
垣
根
栽
培
が
消

え
、
棚
仕
立
て
に
な
っ
て
き
た
。
有
賀
社

長
の
技
術
哲
学
を
明
瞭
に
反
映
し
て
い

る
。山

梨
県
果
樹
試
験
場
の
研
究
で
は
、
棚

仕
立
て
栽
培
と
垣
根
栽
培
に
差
は
な
い
。

垣
根
式
の
方
が
病
虫
害
に
強
い
と
い
う
研

究
結
果
も
あ
る
（
某
ワ
イ
ナ
リ
ー
）。
ま

た
、
大
規
模
化
は
垣
根
の
方
が
や
り
や
す

い
。
し
か
し
、
有
賀
社
長
は
「
欧
州
は
乾

燥
地
帯
だ
か
ら
、
垣
根
式
だ
。
し
か
も
地

力
も
な
い
。
日
本
は
水
分
が
多
く
、
地
力

が
高
い
か
ら
、垣
根
式
は
ダ
メ
」
と
い
う
。

風
土
論
に
頑
な
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
異
端
児
を
自
認
す
る
背
景
か
。
た

だ
、
棚
式
で
５
０
０
円
／
kg
の
高
品
質
ブ

ド
ウ
を
作
っ
て
い
る
イ
セ
ハ
ラ
と
い
う
実

績
は
強
い
。

甲
州
ワ
イ
ン
の
価
格
を
高
め

生
食
用
ブ
ド
ウ
に
勝
つ

4
有
賀
社
長
は
勝
沼
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
立
場
を
自
覚
し
て
い
る
。
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
「
甲
州
の
付
加
価

値
を
高
め
る
こ
と
」
と
明
言
す
る
。「
甲
州

ワ
イ
ン
の
価
格
を
高
め
た
い
。
高
い
ワ
イ

ン
、
１
万
円
の
甲
州
を
作
る
こ
と
だ
」
と

い
う
。
こ
れ
を
や
ら
な
い
と
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
に
負
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。

勝
沼
を
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
守
れ
な
い
。

従
来
の
国
産
ワ
イ
ン
は
輸
入
原
料
を
混

ぜ
て
使
い
、
安
価
な
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
き

た
。
し
か
し
、「
日
本
ワ
イ
ン
」
表
示
規
制

（「
日
本
ワ
イ
ン
」と
称
す
る
に
は
１
０
０
％

国
産
ブ
ド
ウ
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
）

や
、
輸
入
ワ
イ
ン
の
流
入
と
の
競
争
か
ら
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
１
０
０
％
国
産
ブ
ド
ウ
を

使
用
し
た
日
本
ワ
イ
ン
に
成
長
戦
略
を
切

り
替
え
て
い
る
。
国
産
原
料
の
供
給
増
加

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
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考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
だ
価
格
を

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
原
料

ブ
ド
ウ
の
品
質
を
高
め
長
期
貯
蔵
に
耐
え

る
ワ
イ
ン
を
造
り
、「
時
が
醸
し
出
す
価

値
」
を
付
け
た
高
級
な
ワ
イ
ン
を
造
っ
て

価
格
を
高
め
に
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
高
級
・
高
価
格
を
目
指
し
て

い
る
。

経
営
戦
略
と
し
て
は
、
量
は
増
や
さ
な

い
方
向
だ
。
た
く
さ
ん
売
る
の
は
安
く
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
勝
沼

に
生
産
者
が
い
な
く
な
る
と
い
う
。

有
賀
社
長
の
考
え
は
「
正
論
」
で
あ
る
。

た
だ
し
、
価
格
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と
、

消
費
者
の
支
持
を
失
う
の
も
経
済
学
の
教

え
だ
。
原
料
の
買
い
付
け
価
格
は
上
げ
る

に
し
て
も
、
醸
造
・
流
通
経
費
を
抑
え
て
、

ワ
イ
ン
価
格
の
上
昇
は
極
力
抑
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
も
っ
と
規
模
拡
大
、
合
理

化
な
ど
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
き
な
い
か
工

夫
が
大
事
で
あ
ろ
う
。
高
い
価
格
を
原
料

に
払
っ
て
も
製
品
価
格
を
上
げ
な
く
て
済

む
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
待
た
れ

る
。

「
日
本
ワ
イ
ン
」
の
競
争
相
手
は
、
輸
入

ワ
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
清
酒
も
強
力
な

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
。
加
え
て
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
生
食
用
ブ
ド
ウ
と
も
競

争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、「
消

費
者
の
壁
」
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
価

格
ア
ッ
プ
要
因
と
価
格
ダ
ウ
ン
要
因
が
混

在
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
結
構
難

確
保
に
は
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
が
い
る
。
そ

れ
が
生
食
用
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
で
あ

る
。ワ

イ
ン
原
料
と
な
る
甲
州
種
ブ
ド
ウ
の

価
格
は
２
０
０
～
２
５
０
円
／
kg
で
あ
る
。

生
食
用
の
巨
峰
、
ピ
オ
ー
ネ
は
７
０
０
円
、

新
し
い
高
級
品
種
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

は
１
５
０
０
円
以
上
だ
。
農
家
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
収
益
率
の
高
い
生
食
用
の

ブ
ド
ウ
を
作
り
た
が
る
。
巨
峰
・
ピ
オ
ー

ネ
と
の
競
争
の
と
き
は
、
粗
放
栽
培
で
済

む
原
料
用
の
甲
州
は
２
５
０
円
で
も
取
り

組
む
農
家
が
い
た
。
し
か
し
、
１
５
０
０

円
／
kg
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
競
争

す
る
に
は
甲
州
の
買
い
付
け
価
格
は
も
っ

と
高
く
な
ら
な
い
と
、
原
料
ブ
ド
ウ
を
供

給
す
る
農
家
が
い
な
く
な
る
。ワ
イ
ナ
リ
ー

は
“
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
競
争
”

の
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ワ
イ
ン
の
価
格
は
、
原
料
ブ
ド
ウ
価
格

の
10
倍
と
い
わ
れ
る
。
２
０
０
０
円
ワ
イ

ン
は
２
０
０
円
／
kg
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
て

い
る
。
５
０
０
円
の
ブ
ド
ウ
を
使
う
と
ワ

イ
ン
価
格
は
５
０
０
０
円
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
売
れ
て
い
る
ワ
イ
ン

は
１
０
０
０
円
以
下
が
８
割
（
輸
入
ブ
ド

ウ
が
主
体
）、
１
５
０
０
円
以
上
は
２
割
で

あ
る
（
国
産
ブ
ド
ウ
を
使
用
か
）。
こ
う
い

う
低
価
格
で
は
、
原
料
ブ
ド
ウ
の
買
い
付

け
に
高
い
価
格
を
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、

醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
供
給
は
増
え
な
い
。
農

家
に
高
収
益
を
保
証
す
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
と
競
争
す
る
に
は
、
醸
造
用
ブ
ド

ウ
の
買
い
付
け
価
格
を
も
っ
と
上
げ
る
、

そ
の
た
め
に
は
ワ
イ
ン
の
価
格
が
高
く
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
。

有
賀
氏
の
議
論
は
、
経
済
学
的
に
、
ま
っ

た
く
の
“
正
論
”
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
の
価

格
が
も
っ
と
高
く
な
ら
な
い
と
、
勝
沼
を

ワ
イ
ン
の
産
地
と
し
て
維
持
し
続
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
原
料
ブ
ド
ウ
を
確
保
で

き
な
い
か
ら
だ
。
日
本
ワ
イ
ン
の
産
地
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
非
常
に
明
快
で
あ
る
。

価
格
と
原
料
の
ジ
レ
ン
マ　
　

第
３
の
道
は
自
社
畑
拡
大

5
ワ
イ
ン
業
界
全
体
で
は
、
国
産
ブ
ド
ウ

ワ
イ
ン
は
価
格
を
高
く
す
る
と
売
れ
な

い
。
日
本
の
現
状
で
あ
る
。
有
賀
社
長

は
「
日
本
市
場
で
は
２
０
０
０
円
以
上
の

ワ
イ
ン
は
シ
ェ
ア
６
％
で
あ
る
。
せ
め
て

20
％
以
上
に
な
れ
ば
い
い
の
に
」
と
い
う

思
い
が
あ
る
。「
ア
メ
リ
カ
は
フ
ラ
ン
ス

に
次
ぐ
高
価
格
に
な
っ
て
い
る
。
皆
で
、

そ
う
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
上
げ
た
。
山

梨
も
、
皆
が
そ
う
な
ら
な
い
と
、
産
地
の

将
来
は
な
い
。
高
い
ワ
イ
ン
で
も
売
り
抜

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」。

有
賀
社
長
は
、
世
界
の
上
流
ク
ラ
ス

の
人
が
飲
む
ワ
イ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
安
く
て
５
０
０
０
円
、

ち
ょ
っ
と
良
い
の
で
１
万
円
ク
ラ
ス
の
ワ

イ
ン
を
追
求
し
て
い
る
。
今
の
甲
州
ワ
イ

ン
の
価
格
で
は
、
産
地
維
持
で
き
な
い
と

し
い
。
日
本
ワ
イ
ン
業
界
は
、
経
営
者
の

挑
戦
が
続
き
そ
う
だ
。

も
う
一
つ
の
道
が
あ
る
。
生
食
用
ブ
ド

ウ
と
の
競
争
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
側
は
自
社
畑
を
増
や
し
て
い

る
。
原
料
ブ
ド
ウ
の
供
給
は
自
社
畑
と
ブ

ド
ウ
生
産
者
と
の
契
約
栽
培
が
あ
る
（
後

者
が
多
い
）。
ブ
ド
ウ
生
産
者
は
生
食
用

価
格
が
高
騰
す
る
と
醸
造
用
を
減
ら
す
選

択
も
あ
り
う
る
の
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
側
は

「
日
本
ワ
イ
ン
」
の
成
長
を
前
に
、
原
料

の
安
定
的
確
保
を
目
指
し
、
大
手
は
自
社

畑
の
拡
大
を
急
い
で
い
る
。
例
え
ば
、
サ

ン
ト
リ
ー
は
17
年
４
・
６
ha
（
中
央
市
）、

18
年
14 

ha
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
自
社
畑

を
開
設
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
ラ
オ
ケ

チ
ェ
ー
ン
を
手
掛
け
る
シ
ダ
ッ
ク
ス
㈱
は

新
規
参
入
し
、
北
杜
市
に
14
年
20 

ha
の
自

社
畑
を
開
設
し
た
。
山
梨
ワ
イ
ナ
リ
ー
業

界
で
は
、
14
～
18
年
の
５
年
間
で
自
社
畑

が
約
20
％
、
55 

ha
増
え
た
。

勝
沼
地
区
は
圃
場
面
積
が
小
さ
い
の

で
、
自
社
畑
は
北
杜
市
や
南
ア
ル
プ
ス
市

な
ど
で
展
開
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
を
超
え
て
ボ
ル
ド
ー
規
模
の
自

社
畑
だ
。
規
模
の
利
益
か
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
日
本
ワ
イ
ン
は

生
食
用
と
競
合
し
原
料
の
制
約
か
ら
成
長

で
き
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
そ
う

し
た
見
方
が
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ワ
イ
ン
産
業
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
構
造
変
化
期
に
入
っ
て
い
る
。

農業は先進国型産業になった！  
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